
命令 0依頼行為における

男女の行動規範 とイメージ

ー「言葉遣い」の実用書を題材に一

増田 祥子

1.は じめに

本稿は、「言葉遣い」に関して書かれた実用書の分析から、女性 。男性に

対する命令・依頼行為における言語行動の規範とイメージを明らかにする。

「言葉遣い」に関して書かれた実用書 (以下「実用書」と呼ぶ)と は、「この

ように話すべきである 。話すべきでない」という言語行動についての規範が

示された書物である。本稿では、女性向け、男性向けそれぞれの実用書の中

の「相手に行為を要求する場面」の記述を、提示される場面、話し手の立場、

重視する点から比較した。その結果、次の点が明らかになった。

①女性向け実用書では、多様な場面が取 りあげられるのに対し、男性向け

実用書では、仕事場面のみに偏る。②男性向け実用書では部下に対する命令 。

依頼行為に集中するが、女性向け実用書では、部下に対する命令・依頼行為

が近年の資料にしか見られない。③女性向け実用書では使用する形式に対す

る制限が示されるが、男性向け実用書ではこの傾向は見られない。

本論文の構成は以下の通りである。 2では実用書について、3では命令 。

依頼表現の性差を論じた先行研究について、4では調査資料について、 5で

は命令・依頼行為の提示される場面について、 6では命令・依頼行為の人間

関係について、 7では女性 。男性それぞれの重視する点について述べ、8で

まとめを行 う。

2.言葉遣いに関する実用書

日常の言語生活において、「このような場面ではこのように言 うべきであ

る 。言 うべきでない」とい う言語行動規範が存在 している。実用書には、こ
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のような「言 うべきである・言 うべきでない」という言語行動にまつわる規

制が示されており、読者はそれらの書物を読むことで、規範を参照すること

ができる。

実用書において示される言語行動とは、成功させにくいもの、あるいは成

功させるべき言語行動であり、話し手はこれらの言語行動を成功させるべき

人物として描かれている。それは、著者による選別を受けた「理想的な言語

行動のイメージ」であり、「このようにすべき」という社会規範の反映ともい

える。

また、実用書には女性や男性に向けられたものも存在する。これらの書物

では「女性/男性はこのように話すべきではない 。話すべきである」という

ように話者の性別と結び付けられた言語行動規範が提示されている。本稿で

は、このような特定の性別に向けられた実用書の分析から、それぞれの性別

に対する言語行動規範を明らかにする。

3.女性語 と命令 。依頼行為

命令 。依頼行為は、使用される形式に性差があることが指摘 されている。

例えば、益岡・田窪 (1992p.223)で は、「早く行け」などの動詞・補助動

詞の命令形、「心配するな」など明示的な禁止形を「男性的表現」としている。

また、鈴木 (1997p.64)に よれば、命令形・禁止形を含めた聞き手に対す

る行為要求型の発話は 「女性語」として不適切 となると述べている。行為要

求型の発話は、「～て」「～てないで」といった表現、あるいは聞き手に選択

の余地を与える表現である「～てくれる ?」 「～てくれない ?」 とい う依頼表

現に換えれば 「女性語」として適切 となるとい う。

本稿では、女性にとって使用形式に制限があるといわれる行為要求型の発

話が、実用書でどのように扱われるのかを分析 し、女性 。男性に向けられた

言語行動の規範 とイメージについて論 じる。

熊取谷 (1995p.14)に よれば、「依頼」と「命令」は明確に区別できるも

のではなく、「行為指示」の中で、典型的な「依頼」と「命令」が両端にある、

連続的なものととらえるべきであるとい う。本稿においても、「聞き手に対 し
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て行為を求める表現」を対象とし、これらの言語行為がどのように実用書で

示されるかを調査する。

4.調査資料

4.1 資料の選定

対象としたのは、1970年から2009年に出版された言葉の使い方や話し方を

題材とした実用書である。調査では、国立国会図書館のDL-OPACで「話し方」

「会話」「話術」でキーワー ド検索し、資料を選択した。資料を選択する際に

著者による制限、内容に関する制限を加えた。

著者による制限とは、 1人の著者につき 1冊のみを資料とするもので、 1

人の著者が複数の本を出版している場合は、原則として最も古い年代に出版

された書籍を調査資料とした。これは、記述内容と出版年代の大きな雌嬬を

避け、資料の偏 りを防ぐためである。

内容に関する制限とは、論じられる項目に対する制限である。本研究では、

1対 1の対話を扱った実用書を対象とした。そのため、 1対 1の対話を取り

あげていない実用書は対象外とした。また、教科書や教材、日本語以外の言

語を扱った資料も対象外とした。今回の調査資料は、広く一般的な社会人に

向けて書かれた日本社会での話 し方を論じた書物といえよう。

上記の制限によつて資料を選定した結果、入手した資料は1970年代42冊、

1980年代43冊、1990年代39冊、2000年代68冊の計192冊 となった。

4.2 資料の対象性別

本稿では、特定の性別に対する規範を見るため、資料を対象読者が女性あ

るいは男性のみである本 とした①。対象読者の性別は、以下の基準によって

複合的に判断した。

・書名や前書 きに、「女性」「男性」「ビジネスマ ン」「OL」 な どの語句、ま

たは性別 を連想 させ る語 (「 お しゃれ」な ど)が入 っている

。登場人物の設定やイ ラス トが特定の性別に偏 ってい る
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。本文中の読者への呼びかけが特定の性別に偏つている

上記の基準によって入手資料のうち、女性向け47冊、男性向け43冊の資料

が選ばれた。この資料から、聞き手に対して何らかの行為を求める部分を抜

き出した。性別ごとの資料数と命令・依頼行為を含む資料を年代別に示した

のが表 1である。

表 1 性別ごとの資料数 (冊 )

出版年代 女性向け実用書 男性向け実用書

1970年代 9(12) 7(13)

1980年代 6(11) 6(10)

1990年代 4(8) 5(7)

2000年 代 8(16) 8(13)

計 27 (47) 26 (43)

( )の数字は女性 。男性向け実用書の入手数を示し、( )の前の数字は

命令・依頼行為を扱 う資料数を示している。以下では、女性向け実用書27冊、

男性向け実用書26冊、計53冊の記述を分析する。

調査項目は、①命令 。依頼行為で提示される場面、②命令・依頼行為で提

示される人間関係、③命令 。依頼行為で重視する点の 3点である。また、出

版年代によつて傾向が異なる場合は、その相違についても言及する。

5.提示 される命令・依頼行為の場面

ここでは、実用書における命令・依頼行為の場面について論 じる。実用書

の記述から、以下の 3つの場面に分けた。

匠垂亜菱]・
・・職場での命令・依頼行為で、業務に関わるもの

日常場直 ・職場以外での命令・依頼行為で、職場の業務 と関わらないもの

匪≡董轟巨]・
・・内容や相手を明示せず、命令・依頼行為全般を論 じるもの
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表 2に 3つの場面の出現数 (2)を性別ごとに示 した。表 2か ら、女性向け実用

書と男性向け実用書で示される命令・依頼場面は大きく異なることがわかる。

表 2 性別による場面の種類

場面
女性向け実用書 男性向け実用書

出現冊数 事例数 (%) 出現冊数 事例数(%)

仕事場面 18冊 65(47.1) 23冊 101(92.7)

日常場面 17冊 52(37.7) 7冊 8(7.3)

非特定場面 17冊 21(15.2) 0冊 0( 0)

計 27冊 138(100) 26冊 109(100)

女性向け実用書では、「仕事場面」の命令・依頼場面は65例 (18冊、47.1%)、

「日常場面」の命令・依頼場面は52例 (17冊、37.7%)と 両場面とも近い割合

で見られる。また、場面を示さない「非特定場面」の命令 。依頼場面も21例

(17冊、15.2%)見 られ、冊数では日常。仕事の両場面とほぼ同じ数見られる。

男性向け実用書では、「仕事場面」の命令・依頼場面が101例 (23冊、92.7%)、

「日常場面」での命令・依頼場面は 8例 (7冊、7.3%)のみであった。また、

「非特定場面」の命令・依頼場面は見られない。男性向け実用書では、「仕事

場面」がない資料は 3冊のみで、それ以外はすべて仕事場面が示され、また

事例のうち 9割が仕事場面を占めるなど、仕事場面に圧倒的に偏っている。

次に、それぞれの場面の例を見てみよう。(1)は、男性向け実用書の仕事

場面の命令・依頼行為の例である (以下、例の下線は筆者による)。

(1)指示・指令①―出し方 :ビジネスの場においては、職場内や部署間、

取引先との間の指示・指令も頻繁に発生します。 (中 略)

「○○君、あ さってまでに、課 内a+t-)vzi' Bf―夕を集 め、

グ己星≦Ξ』反壷墜菱奎二上_奎【堕主主≦l≦」匹上ニム=2」 ム_型塾上_塁

尉】塾基К2121生乞∠_」笙≧■1重二止」とこ璽1■菫理丞⊆LXl卓量壺塾⊆垂直ユ

L全_壺L主型1塾:全≦2旦」登壁國:躍二l登」生」22釜旦型里⊇_蛙_堕上玉墾ユl

:奎:二と、_三:⊇[坐程:塵:I:l」:L:生:主:≦_」:奎:」を2:【 _茎:≦:≦!L:21二∝_]:ゼ塑1■_重_」
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(野村正樹 1994『 ビジネスマンのための話し方入門』p.92

(1)の下線部分が、話し手が使用すべき部分である。ここでは、話し手が

聞き手に伝える命令・依頼内容が例示されている。

日常場面の依頼には、物や金銭を借 りる、近所の騒音に対するクレーム、

店員に対するクレーム、友人に対する催促などが見られた。

(2)は女性向け実用書における日常場面の命令 。依頼行為の例である。こ

こでは音量を下げるようにいう言い方を示している。

(2)苦情を伝えるときは

騒音の苦情 リヱ週塾型塑ム」笙匁生萱が娼墜量」望翌■二生ヒ旦2童

量生坐こ塑型墨巨さ_2二三:上_立」:主li上 _L≧玉]上生L二墾≧」(下平久美子 2004

『女性の美しい話し方と会話術』p.101

(2)の ような日常場面の例は、女性向け実用書では17冊に見られ、出版年

代を問わず見られる。また、 1冊の中で仕事場面と日常場面の両方の命令 。

依頼行為を示す女性向け実用書も年代を問わず見られた。

一方、男性向け実用書では日常場面はあまり扱われていない。これは、男

性は日常場面で命令 。依頼行為をどのように行 うかが問題とされていないこ

とを現わしている。

非特定場面の命令・依頼は、(3)の ように内容や依頼相手が示されず、「頼

み事はこのように言 うものである」という規範のみが提示されている。 (3)

は女性向け実用書の「非特定場面」の例である。

(3)頼みごとのときも、「お忙しいところ、お手数をおかけしましてまこ

と二塁菫込並_立二望ヨ・」「恐れ入りますが、こうしていただけません

≦ユ
`=墨

立望主」と、重し望 1`上 金些_う 生丞ら2ヽい旦置で言うのと、「こ_う

と命令的に言われたのでは、受け手の気分も比べ物してください 1
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にならないでしょう。(酒井美意子 1974『会話のおしやれ―実用89

の秘訣集―』p.111 女性向け実用書

この例では、具体的な場面を示さず、「してください」ではなく、「いただ

けませんでしょうか」という形式を用いるべきことを述べる。このような、

相手や場面を示さずに使用すべき形式のみを示す命令・依頼行為は女性向け

実用書のみに見られるものである。

6.人間関係から見た命令 0依頼行為

次に、実用書の中で誰に対して命令 。依頼行為を行 うかについて述べる。

命令・依頼行為の相手の地位を見ることで、読者である話し手がどのように

想定されているかを明らかにする。

実用書の記述をもとに、職場場面(3)での人間関係を「上司」「同僚」「後輩」

「部下」(4)と 、「その他」(部課外・社外など)の 5つに分けた。さらに、相手

の地位が明示されない場合は、「不明」とした。

表 3は事例中の間き手の社会的な地位を性別ごとに示したものである。

表 3 命令 。依頼の間き手の社会的地位

上 司 同僚 後輩 部 下 不 明 その他 計

女性向け
実用書

10 26 20 77

13% 9.1% 33.8% 11.7% 26% 6.5% 100%

男性向け
実用書

13 4 5 58 13 96

13.5% 4.2% 5.2% 60.4% 3.1% 13.5% 100%

女性向け実用書では、話 し手は 「後輩」に仕事を頼む場面が26例 (9冊、

33.8%)と 最も多い。次に 「不明」が多く、20例 (11冊 、26%)見られた。

また、「後輩」、「不明」を例示する資料はどの年代にも見 られた。

女性向け資料の「部下」に対 しての命令・依頼行為は 9例 (3冊、11.7%)

見られるが、これ らはすべて2000年代の資料である。
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管理職に占める女性割合 (課長級以上)を、昭和61年 と平成22年で比較す

ると、1.6%か ら6.2%へ と上昇しているという (厚生労働省 (2011)「 男女雇

用機会均等法施行25周年 データで見る働く女性の変化～昭和61年 当時と現

在の働く女性の姿～」)。 このような社会状況を反映してか、2000年代の女性

向け実用書では、女性による部下への命令・依頼行為が描かれるようになっ

ていると推察される。

男性向け実用書では、「部下」に対しての行為指示が58例 (20冊、60.4%)

と最も多い。男性向け実用書で、仕事場面を示す資料23冊のうち、部下に対

する命令 。依頼行為を提示 しない資料は 3冊のみである(5)。 男性向け実用書

では、どの出版年代においても「部下」に対してどのように行為指示を行 う

か、が中心的なテーマであるといえよう。部下を持つ立場となった男性が「部

下に対して適切な命令・依頼行為を行 うことが望ましい」という期待が存在

することの反映と考えられる。

女性向け実用書では11冊に相手を示さない「不明」が見られ、いずれの年

代においても見られる。相手が示されない命令・依頼行為での言葉遣いはど

のようなものであろうか。(4)は 1972年、(5)は 2006年の女性向け実用書

の「不明」の例である。

(4)仕事の手伝いを頼むとき :「すみませんが、三を貸していただけま

=左
歪二L生」Lか。どうしても四時までに間にあわせなければなりま

±との二」(主婦の友編 1972『愛される話し方・聞き方』p.42

(5)「主忙しいところ_申 しわけないのですが、明日までに資料をそろタ

なくてはならないのですが、お願いできますか」と言われたなら、

相手は自分を気遣ってくれた上で依頼をしているのだと感じられ

るはずです。(小笠原敬承斎 2006『聡明な女性は会話上手―あなた

の魅力を伝える話し方とマナーー』p.65

これ らの命令・依頼行為は、誰に対 してのものであるか示されていないが、
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どちらの例も、敬語の使用や詫びの表現を用いるなど、丁寧な命令・依頼行

為が示されている。このような記述は「女性は相手に関係なく丁寧な命令・

依頼行為をすべきである」という規範意識の現れと考えられる。

「不明」は男性向け実用書では、 3例 (1冊、3.1%)のみである。この3

例は2000年代の資料で、この資料では相手の地位は示されていないが、話し

手が 「新人」という立場での命令・依頼行為が示されている。そして、この

行為では、丁寧な言葉遣いが用いられている。

男性向け実用書では、相手と自分の立場が明示され、日下に設定された場

合は丁寧な言葉遣いをするのに対し、女性向け実用書では、相手と自分の関

係は明示されないにも関わらず、丁寧な言葉遣いをする命令・依頼行為が示

されるのである。

7.命令・依頼行為で重視される点

7.1 女性向け実用書

ここでは、女性向け実用書での命令 。依頼行為において重視される点につ

いて述べる。女性向け実用書では、相手・依頼内容が示されない命令・依頼

行為が見られ、また、職場でも相手が示されない命令・依頼場面が年代を問

わず見られる。(6)(7)はそれぞれ女性向け実用書の「非特定場面」の例

である。

(6) さい1では強すぎる 感 じる場合は 「～ し

ませ.んか」と問υ≧≧ける形の表里≦する.と 、相手の感情をあまり

刺激せずに自分の要求を伝えることができます。 (小川宏監修

1983『話し上手になる魅力的会話術』p.100

(7)「～してくださ上ュ「お願いします」では里二つ壁墾重≧≧`ので、

あくまでもへりくだって、「■⊥昼:■_望壺璧生_菫_立望:」_24壁塾≧重

昼≧二皇≦里立塗塾が大切なのです。(見城美枝子 2004『会話

が苦手なあなたヘ コンプレックスを解消する50の レッスン』

「～してく て くだ さい
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(6)、 (7)では、「～してください」「お願いします」ではなく、「～して

いただけますか」「～してくださいませんか」という表現を使用すべきことを

提示している。 (6)は 1983年、(7)は 2004年の例であるが、主張する内容

は同じである。このことは、女性は 「押しつけがましくない行為指示を行 う

べき」であり、そのために、「相手の意向を問う表現形式を用いるべきである」

という規範が存在し、かつ年代によって変化していないことを示している。

そしてこの規範は、実用書において絶えず示され、読み手に投げかけられ続

けているのである。

また、女性向け実用書では、(8)(9)の ように部下や後輩に対しても丁

寧な形式を用いなくてならないことを述べている。 (8)は 1985年、(9)は

2001年 の資料である。

(8)丁寧に、事情をよく説明し、お願いする姿勢で頼むこと

た_とえ後輩_に対して_で_も _、 何かを依頼するときは丁寧に話すことが

大切です。 しいそ うだけれ ど、手伝っ

工登上ど旦二里ヱ塑上 というように、命令口重重なく丁寧な表現を

しま重二 (堀場宏子 1985『 しっか りOLの気配 り会話 私センスアッ

プします』p.91

(9)部下 :̈_後輩に仕事_の_指不を出す場合 (中略)

基本的には、相手も自分も気持ちのいい言い方がいちばんいい。年

下の人もていねい に棒 してもらつていると思 うとうれしいもの

「これ を して |でな く、「

「～ お 原百い で き :主 す か | 対外的にも、こうい

った “節度"のある言い方が心地よく聞こえます。(女性の生活マナ

―研究会 2001『美しい会話コツのコツ』p.54

どちらの例も丁寧な形式を使 うことと、「～ してもらえますか」「～ してい

ただけませんか」とい う形式を使 うことが示されている。このように、女性

向け実用書では、相手が誰であれ、押 しつけがましくない行為指示を行 うベ

きで、そのために相手の意向を問 う形式の使用が重視 されていることがわか
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る。そして、この規範は、相手が後輩や部下でも変わることがないのである。

7.2 男性向け実用書

次に、男性向け実用書での命令・依頼行為において重視される点について

述べる。男性向け実用書では、「非特定場面」や「不明」が少ないことが明ら

かになった。これは相手が明示され、言葉遣いが選択されていることの現れ

といえよう。

また、男性向け実用書では、命令・依頼行為において、丁寧であるか否か

は重視されず、相手の意欲を増すことや、仕事の詳細な説明のほうに重点が

置かれている。

(10)後輩二頼_む_とき_の こんなひと言 (中略)

もうひと粘 りすれば、いい資料が見つかるという状況でも、「まあ、

この程度でいいや」ということになるでしよう。後輩にすれば、自

分が (選ばれて)頼まれた、という意識が持てないからです。ポイン

卜はそこにありそうです。 の什 事 を依 相 1ン た い

⊆重塾__と盛1≧2221こぅ三L全』とこなら、!型と壁』塾 :璽 :董:菫:塑:≧E≧≦=≦=≦≧≧堕[

立二≧重望=(中略)仕事の経験とはかかわりなく、誰でも自尊心を

持っています。「111壺製主主主 L_二左塗貸上
`≦

登こL生主」というフレー

ズは、二の自尊心をくすぐりま立h(斉藤一真 2007『好き嫌いの9

割は最初の「挨拶」で決まる 相手に好印象を与えるひと言』p.145

(10)では、後輩に仕事を頼む際に、聞き手の「自尊心」をくすぐる内容を

入れ、相手のやる気を出させることが書かれてお り、相手が仕事に取 り組む

姿勢に対 しても言及 している。また、女性向け資料のように、丁寧体の使用

はなく、使用する形式を問題 としていない。

(11)も 部下に対する例であるが、ここでも命令・依頼行為では、「相手の

やる気を起こさせること」を含めるように書かれている。また、「正確で明確
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な情報」を含んだ命令・依頼行為を行 うべきであると述べている。

(11)仕 事についての指示を与える

指示を与えるときは次の4つのポイントを含んで出しましょう。

・ 分 か りやす く、本訃手の レ′ヾル に合わせる。・君を信頼 して頼むん

ガ ル うヽ■ らに相 手 のや る気茅 こさせ る^。 できるだけその什専し

の効 果 を今 か ら せヽ る _・ サ、れ か で 正確 に (5WlH、 す なわ ち、

のように、でチェックする) (宮崎浩 1980

『これだけは知っておきたいビジネスマンの話し方』p.48

男性向け実用書

また、(11)では、記述がそのまま実際に使用できる形で示されていない。

つまり、どのような形式で言 うべきかが問題とされていないといえる。男性

向け実用書で、形式が問題とならないのは、上司から部下へという目上から

の行為指示場面が多く提示されることも関係するだろう。 しかし、女性向け

実用書では、部下や後輩に対しても丁寧な形式を用いることが示されるが、

男性向け実用書ではその点は問題とされていない。男性の命令・依頼行為で

は、内容を正確に伝達し、行為を遂行させることに重点がおかれているので

ある。

(12)的確な指示が量い上:司
への第一歩 :「 ちよつと、田中くん、この書類

まとめといて、サクッとね。なるべく早く頼んだよ」こんな指示の

仕方で、嫌われている上司は多いものだ。上司として最量△切な役

饉 二塾工二仕事を与え、それを間違いなく実行させることだが、

そのためには量初の指示がはっきりしていなければならない^(中
略)部下を引きつける、魅力ある上司になるための第一歩は、指示

が的確にできること。これができないと、迷惑をこうむるのは部下

だ。 (大嶋友秀 2006『 心を引きつける人に好かれる話し方』p.141

た .iミ いっ、ガ汀_ガね_だ
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(12)は、命令・依頼行為の目的を示している。ここでは的確な指示を与え

るべきことが上司としての話し手の役日であることが書かれている。男性向

け実用書では、男性が部下を通じて仕事を成功させる上司であることを望ま

しいとする意識が示されているといえよう。そのためには、情報伝達や相手

のやる気への配慮が重視されているのである。

8. おわ りに

本稿では、女性向け 。男性向けの実用書の命令・依頼行為の分析から、女

性 。男性が行 うべき「理想」の命令・依頼行為の規範を明らかにした。

女性向け実用書では、 日常場面・仕事場面の命令・依頼の両方が示 される

ほか、依頼相手や具体的な場面を示 さず、使用する形式と使用すべきでない

形式のみを示す事例が見 られた。これは、女性の命令 。依頼行為での 「相手

に選択の余地を残 さない表現」の使用を避け、「相手の意思を問 う表現」を使

用するべきであるとい う形式に対する規範が存在することの証左 といえる。

また、女性の立場 とい う点では変化が見られ、2000年代の実用書では、部

下が行為指示の相手として提示 されるようになる。 しかし、相手の気持ちを

害さない行為指示を行 うべきとい う規範、そのために使用できる形式とでき

ない形式が示 される点は変わらない。相手に応 じて形式を選択するとい うよ

りも、話 し手が 「女性」であるために、使用すべき 。使用すべきでない形式

が問題 とされるのである。

男性向け実用書では、仕事場面での命令・依頼行為に偏 り、「部下」に対す

る命令・依頼をどのように行 うかが中心的に扱われる。男性向け実用書では、

どのような表現形式を使 うかは問題 とされず、命令・依頼行為の談話の中に

入れるべき内容への規範が示 されている。特に、相手のやる気を出すことや

的確に情報を伝えるべきことが重視 される。

男性向け実用書において、 日常場面の命令・依頼がほとんど見られず、仕

事場面の部下に対する命令・依頼行為に偏るのは、「男性」としての命令 。依

頼行為が問題 とならず、「上司」としての命令・依頼行為こそが成功 させるベ

きものとして想定されているからではないだろうか。男性は、リーダーシッ
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プを持ち、仕事のできる上司とい うイメージが実用書では良いものとして示

されているのである。

今後は、実用書のデータを増やすことと、命令・依頼行為で例示 される形

式についても考察を深めたい。

注

(1)対象読者が特定の性別に偏らない書籍 (「 両性向け」)も 存在するが、本稿では、女性・

男性に対する命令・依頼行為の規範意識を明らかにすることが目的であるため、「両性

向け」の資料の分析は行わない。

(2)場面数の数え方は、場面や相手、行為指示内容が異なっていれば別場面とカウントした。

(3)職場場面のみを対象としたのは、男性向け資料では職場場面以外がほとんど出現しない

ため、他の場面では男女の比較が不可能だからである。

(4)「部下」とは「組織などで、ある人の下に属し、その指示・命令で行動する人」のこと

とし、「後輩」は「同じ学校 。職場などで、あとから入ってきた人」(デジタル大辞泉)

とした。

(5)こ の3冊の内訳は、1990年代の資料が2冊、2000年代の資料が 1冊である。

本論文は、第30回社会言語科学会研究大会にて発表した内容を加筆・修正したものであ

る。コメントをくださった皆さまに深くお礼申し上げます。
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